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　閉腦下正体系 の 張 彪 を 窟う 目的で Gonadotrophin

（G ）の 定皇を行つ た報告は 多数 に存在す るが，G 排 「旦气

が微Vlで測定 の 困難 な芋 か ら非妊時 の尿中 G を FSH ，

］」H の分劃 に分けて 測定す る に は指数稀釋生 物儉定 ，こ適

せ ず ， 主 と し て 化学的冠 ≦ に よ っ て き た 。然 し化学的定

曼法の 創始者 も認め る如 く
麟

， 活性 の 面 か らFS 工工と並

H に劃然 と分けられな い の で 生物檢定 も併用 さ れ て い

る．薯老 は標準物質 G を使用 し榎遭 斯喉を侭製 し ， 尿中

G の 分 巨・」測定 之試 み モ の 廈用 に 耐える こ とと認 め る と共

し 向性 rl 拒   壽：，　Vi　J卩物S！p・3）

である 硫ゑ銅
陶

及 び glueon

酸銅
24 ）

注射 蒋2）尿中 G測定 に よ り閥脳下垂 体系機能瞼査

の 可能な こ と を硫認 ゾ ， 2〜 3際患 に 就て 実施 し興 朱ち

ζ 成嶺を得 た の で 廴 に Yk告す る ．

　　　　 第 H 章　実験材料及び実験方法

　第 1節　実驗材糾

　 正 常成熟婦人 と して は ， 25〜32才迄 の 工3例 ， 機含旨性無

月置婦入 は当科外未 二訪れ た無月経症 悪者中 2、質性 （子

’r
¶
性 ， EJ弐） を 除 く83例に

”
」い て 翫察 した。排卵試厨 。．

ダ驗前5」岐 し排卵 野 皇 を確 ；； め た 家兎 と使用 し， G 定里

捻定几 の攻若雌 准 rat は夫攻 趣畝 室で
一

竃飼料 ご 飼育

罫 垣 した 、肩 就 er 系 で ， 」後 21tW2111i目， 休重30〜409

の もの でな る べ く同脹 の 仔 ｛辷1ニノ 砺 さ。

　第 2 簸　矢 驗方法

　抽 出法

　尿巾 G の抽出 w＿は Bradbury 　 et 　 al
’
1：）

の caolin 吸

コ t去を用い ， 小林 、『
26
  ヱ涯2rburg 　 et 　 aFD 流 昂

冫
の注

，Ut ：を着 干 加 味 し た。

　1） 24 ・間中 に 査函丶した 阯悩 乱 誰尿 耐 申 灘
」

加え崢

4．5に
一
整 した 、K “ ，u （東洋誌紙冂形 No ．2）す る．

　幻 濾遍尿に 予こ） IN ・HC1 で ｛光滌 し て お い た 20％

ca （，i蟄 浮澁夜 （久保木 Eノ　 を 5V   ：i％ の 割 ：こ 加え ，

15分以一1批津 ，　弘舶．図 pH　5〜 6 で λ＿亮， 24時閃放『す

る。

　3） 上 摘 ご 他 の hormene 測 患 こ仁用す る以 外棄て ，

糺し匙ゴ 王温 5の 蒸曹水 を 加 ん て IL詮 ， 廴 i し水洗 を 尿色 O

な く〆よ る 迄 3 〜窪 口献 り返す．

　4） 沈 渣 k−一　1N −NH ，OH 水 〔c ， 加えた caolin 量 と

」
「
こを加 え て充分 蝿拌 し，途 心 上 清を使用，此 り 快作 と

2Lj 　 J 返 して 抽と夜を合する．

　5）　合
・
し た抽出祇 を pH　8．5と しょL 心 ， 抗諏 ＿分

一
離 し棄

て る e

　 6） 上清 を 出 5．5 とし 1囘：：L
’
逼 し 4倍 巫 の 冷 95％

ethanol を1永攻 に攪搾 4 乍 ら汀
ij
［1して

一・
二夜氷室内に静

置す る 。

　 7） cthanol 添加抽出液を彪 抛 し， 誌澱 　〆め る．

　8） 沈 浜 と desic，tator に 入 ）］
’
し低 厂 †乞寐 し 伝 存 す る

（G ）．

　 （使用 pH 試
』
（1

’
の 亙、P ．6 ．，　 T ．L ．，　 。R 、，し 爪 洋　 A

製辞ご あ る）．

　 隔 ご法

　拍 ⊥ した G の 定量 は幼 4 距．rat 酬 島＿＝ ’爵
）

と幼 胴 L

rat 　 EW“g前 立 嵐工呈 法
叩 11

を檢笈法
丁

して 用い た 。

　幼 右 姫 rat 卯策壬呈法 は手匡鯉 IG た 9 じCの 0．9％食塩水

に 合 解し冷室に 珠存 しなが ら 3 匹の 幼 i缶雌 rat に e。5ce

和癌 日 3 日 両背 ll 皮
一
「に 菱｝逹 し 9 最 初 の 崔 射 よ ／1）　72R 門

後 に 断頭孱棋 し，幽 側卵藁 廴ゴlj辻
li
し，　 tor §量〇三ユ balance

で計：

凵
：し ， そ の 平均値を予 め莉読しλル説 曲線1こ脈合つ

る （OG ）。

　幼着雄 rat 肱測前立腺島 旦法 し 8T ［の 幼看妊 rat に 上

N 工工
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記卵 菓重 重 儉定 時 ：己 溶f郵し た G を 爵 rat 注射 と同 局に 実

驗を開始 し， 0、5eo宛遡
一13H 聞 ， 腹腔 i亙 3川 1

：こ 左右交

互に注射 し，最初 の 江射 ；：りη 晴間後 に断頭屠殺し，腹

｛剰前．・ヒ腺を鋼出 し，to・］’5．io1ユ b田 巴 ice
’
ご計ヱ し ， 各旋用

rat の 注射開始時の 体重 か ら 工｛｝｛〕9 体熏 の 前亢脈1鼠量 に

換算 し， 3匹 の
’
  勾値 変販 り，予 め 作要した 標準曲線：（

照 合す る （P （呉），

　第 2項 標準曲線 の 作製

　FSH 作用 の 強 い 妊馬 血清 G （Ant’eron 　10〔〕01U．　Dc −

utch 　 Schoring ） 赴 2 ，4 ，8 ，161U を夫 rt 工1狸当 1〕

L 耽 c宛に な る よ う稀髞して 各 ぐ 12匹，捌 丿1三、13匹，11匹 に

用い 推司学的に処理 し卯集重 匿を i嶋 と しY 軸 に ， 使用量

を單 泣の 対数 と して X 抽 に と り， 卵集垂量増加 と使用單

位との 用量反湛曲線は危儉率 5 ％ 以下で直線関係が 成立

しpY
−＝工6・9510g× 1乳 79の ［』 塀 直綜 が 成立 し，枳準曲

線 の 標 準 誤 差 2沿Omg＝ 0。06T　 U で あ り ， 全標木 の 標準価

差は 6．931119＝ O。321 し であ つ な．対照群 として 161JLZに

O．3％食塩水 さ注射揶 ち O講 cc宛 3 目問同様 に背 部皮下

に 注 射 し，72貯間後 lli量 し， 平均値 は 8。81±O．50m9で あ

っ た （圃 て）。

図 」　 卵 巣 1：11「・漂 準 1．
F
浮泉

2 己
1　　

ド
曽，’ti・9ti　’osN ＋〆3・7P

ll　 ／
／

纛L ／ 1；懲
’　　　　 2　　　　’i　　　　 ゴ　　　　つ

　 ぐ・’門ざ d・’se ρ ’／ 冒 r∂

　叉，L 　IYfi：用の 強 い 絨 毛性 愚 eri 融 050ny1 工o〔｝O　I　I；

1）ev．tch　Sche ごin9）　を、丿1？ x 　2，　4，　8 ｝　U ♂≧ブこ／≒　ユe5．　 cc ：こ

含 む よ うに 稀繹 レて 夫 友 10匹宛腹腔内 に、注射 しX 軸 ：こ ，

使用 量 を 單 位 の 対数 と して Y 軸 に 販 る と ， 重量 と 單位 と

の 用 量反應曲線は 推計学的処理 に よ り危歓 索 5 ％ 以 下で

直線関係が成点 し， 此 の 1つ説自：線 は Y ＝ 4iPa　．ggicg　 X 十

58。92で表わ され，標雄誤差 ：よ4冷 6n崕＝ 0。281 しで あ り，

豪標木の 標 灘偏差 は 11。1湘 g＝ 甑 761U であ つ た。対詔

群 ：まユ5匹 に o。9％食塩水 を 3 日問 o．5ec宛 腹腔内に 1上入

し，T2　11寺問後計星 し平均値 は 48．26± 3．62皿g で あ つ た

（価捻 ）。

　 （）G ， rtiGの 單位 を便宣一EPL 　 H τ と した e

　共 の 他の 測走法 と して 尿中 cstrogel ：c ミ則定 は 鈴木 ・

森
34 〕
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i7−hydroxycor 一
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σ
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z‘成 ⊃ro 三眠 1τ颪 と1）：ま Drckt ぴ
一
人野の 変法

／／　t’
でn19で y 屈

中 Fr 。騨 ユ餌 ・三。1 （Pプ09 ） bよ森，ll功 法
3 ‘鬮

で 旧9で 表 む し

た 丞礎添温 （i3．二 丁．） は1弖美本，大倉
隅

分類 を使用 した．

　　　　　　　第耳涯 章 　；ミ：験 薦綾

　第 ｛節 　丞 礎的実驗成績

　第 1項　非妊家兎 の 尿中G

　260G〜33G鯰 迄の 4 匹 の 連続 7 口謡 の 1ユ1
∫定成績 を 表

1 ， 1）に承 した．

　赤妊家兎 の 尿 出 pq の 変動範瓢1汝 o〜 L2HI ，　 OG

iま c””LIPI の 缶1鑓 を変動 した が 計28「己1測定中 PG が

lt囘緯 謁 ％，（）G は 161コ町 ．1％槍出 されな カ・つ た。

　第 2項 硫酸衛負黄排卵試匿段髪 の 尿 中 c

　 2灘 ｝
〜31009の ti：三妊家兎 8 匹 の づ；．卵陰性 を催 ，・め た 上

5　mg／k9の 硫酸銅 を 0議 ％液 と し耳 ；ヨ脈 ∴ り注射 し，負荷

721皆閥綾卩三販 し，排卵陰性 濫 鉾91濁 イ漁岸忙二分げ，負荷甫奪

口 よ ⊃・1 ヨ 1漂 こ亙 り，尿中 G ノ
ヒ瀧 だ レ成績こ表 」。幻 a、b

　 ニ　　　 tttアダ
LL 刀 、 ノ ，⊂ 。

　排卵陰巴で i つ ∴：31レ1は 全湧共負詩2獣 r閥内の fG ，

0 〔麺 ’変LIC：よ 二L二L二：气
’
ン範 旺 内の 変 IL、：、　il示 さな か つ た．優

し七 の 方向 は 2G に 撹い て 1’」：不 変 で 日異 羨 認 め な か つ

た 。

　排卯 陽 性 の 5 劉で は 全例 に ぞ q ⊂）−L卦 を認 1ウた が，乏

の う ち 1t，／l：・5こ生 理 的 変 弧1に す ぎな か
・．）た。　 OG は 2鰍 掃コ

内 ：o 変彦レ壱見た 場 含4こ夢IIに一巳昇藪向を見た が ，芻 ［1｝こ气蕉
者 に 上 昇 レ，1 転

・
よ銘 口寺問 口 に 上 長・レた 、

　 　 　 　☆
．「
　 成 熟 譲 兎激

・
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と

3
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一
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1・4旨

゜一．　 LgE
　　　 OG 　　 ユ，O：　 1，し　　　　　　　　　　　　　 ．／　 ｝．GI

10　 　 2700

1］．　 290D

PG 　　 O

OGLo 广1．4

PG 　　 1，0

ゐ G
闘
i　 LO

　 　 ＿1＿

1．3　 　⊥，ご　　0

　　　凱．　 」・a．

L4 　　L31 　　 1

1
　’　9i−一一晝二．91＿一一 　@

1

f1 ・23 ／ GDI器｝…3 ト…1：1 … 　　　　　　　　　　　　　　 　

　　 　1 　第 2 負i 奪　正常月経周期婦ノV 　91UCOn　 酸錣司

荷尿「ドG 　人 間で ：。、排 卵し得 る租斐 の硫酸 用 ≧

射 し 得ない の で ，夥↑ に作ら れた
9正ucon

酸銅2 ’oを正常

振婦入 工3例に 25   を無菌的に処理 し，　200cc の O 。

盗H 塩水に浴解し 点

」11i 一注した． 　　
　　　　　 　 　　 　 へ 　負荷 前後の 尿中Gを測 定した戌

を査2｝〜 二 示 した。全 ．廴3
例中生理 b勺 測 期 内変 動麗囲’ 10

（ PG で o 〜1。3HI ， OG で 0 〜 1 。 6P ］匚 ）を越

て ？G の上昇 するも の 11 樋 で 2 例 は 周期内変訪内

変化であ ったが ， 下 降傾 向を 示 し た．即ち変甥に夙 し

疑冂に上 昇， 下院共 負 荷 24 時 1 内に変 化を示したの

，PG の負｛論 、後の 変化を
問
腦
下

な 体 冢饑

檢査 に使用し得る 一丁鹵を「 忍めた． 　第3節 　機能 性

月経婦入 glUC   n 酸 ∫］ 只 荷尿 中 G 　無月経婦人

巾 櫃 機 能婁知 る 口的て 正常成 蒸婦人 ．こ負
荷
し たと目様に glucon
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　glucon 酸痢套4 ∫lrし，衷下」1体系籤虍   歓査 した 13稜L中
8イ列 〔Z）E 　1

’
Ti
’
月経周丿孵女訂ノ丶に　estrad 三〇 l　propylenglycol

（席戡） （Ed ） 1cc．5 皿9を緩徐 1こ 爺注．し， 前後 の G か

ら両腦下鳶体系磯 上型 と比 1交して談15に 示 した。

　P （］の 裟勤 rま同脳下垂体系機能の 上 男型 5 例共 可 匡倶

向
膕
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抑 IJ 傾向 を来 だ したが生 丁匡 箍旧内∩ 夏 1ヒで あっ 、，r．
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　下麾体が内分 泌 系 の 重要な 蕨器 で ：し る 」∫は 恥 煎 亡h 及

び Zondeck （1926） が 恒．腺刺 激 囚
．
∫博 発兄 し た に 齢 ま

る が，更 に し位の 間腦 も性機倉旨に 関無 して い ろ十が 近乍

∴．証 さ れ て い る。　員1」ち TscherllL ’
（⊥940），　Tr ！】utnlan

　ヱ曝 9） が 胸外傷で月経異常 を起す こ とを見 ， 叉 1毘 腦病

多：の あ る 忠者が 生 1塑 こ 性機能障冒 が あ つ た とい う剤掀冽

　
tt・　r・・… ／・

な どか ヒ，問腦が 下重体と密 接 な 昌ヨ係に あ るこ と

が知られ る よ うに 激 つ た．更 にi跏llllと下垂体 の 間 に 門脈

が ゐ り，前葉機能 歪調弊す る物質を運搬す る と言わ れ て

い る。此 の 点 に 関 し
L
こは 尚 ら］確を欠 く点 が あ る も今 口 で

　開腦下 垂 体 系 と して 炳者 が 綜合的 に 取扱 われて い る。

　古 くか P
丿 下垂体或 は 尿及 び血 液 抽 Il三物が 竹剥泉に イ乍丹｛す

る書が知られ ， G は た S
’一

種 の hormone で な い 裏が 嫗

定 され ，尿中 G を測定す る 事 に よ つ て ，或る 稈度問臈下

述 体の 機能む窺知 し得 る とい わ れ て 来 た 。Sturi輒 駕 5〔｝）

：
＋

：LH 分泌像からそ の 低値な もの 皀間矚性 無 月経 と レ ，

FSH が過 少 或 は 欠如 して い る もの は下 亘体 性 と定 義 し

野類 し て い る。然 るに 從 来煽い られて 来 た 子宮茸 5よ法 の

は 亙4H ，　 FSH とを 分劃 し得な い ので1；1然と尿中 （畳を測

？こす ろ ：こ と ど ま り，從つ て こ 7 ）方法で 旧」判 ll｝卜∵諞 1オじ ら

れ な か つ た。Sturgi3 の 所 説 の 当 否 黙 暫 《巡こく と ↑ジ こも

尿
・
卜G の 分渕測定に よ らな けこぽ ， ド暇体畿能 さ え 適 確

1・把 握 す る こ とが 不可能 で ある・

　然 しな が ら從来 の 生 物 檢定 に よ う 弓出法 に は Lleyd

．7t　al
’
：

の子宮前既 ， 卵 禦充血 妊贋 て兄 ろ 庁法・9row コ

¢ ta 正
ぼ

の 卵集及 び子宮重旦 で 見 る方法 ，　 B 鵬 hhorz 冖

の 子宮及 び 下垂 体摘出前立腺巫量で 見る ．ヴ法 な ど塑 ろ ろ

が ， 之等 の LH 儉定方法は主観的であっ た り， 乎技も繁

雑で あ り臨味的 に 用 い 雌 い 憾 み が あ っ た．一・方化学的分

劃法 に は GA ，　 GB で 班 …叮す る C … keet ・］
2：’

の 方7去

が あ るが GB に 爽維物が 含 弓｛江，変動に 乏 し い 欠点
1〔ゆ ．F）

‘「1
を有して い た ．・とれ で Brownic ’

の G ム と子宮重星法

の 変豼 を併用す る方法 な ど」シa採 ら れ る な ど相 対 的 な 工 H

O 増減 を論ず る傾向に あ 鉱 GB が殆ん ど問題 と さ れ な

詞 見状で ある．三隣，席ま質的な茴 乞重覗 し ， 然も微量の ｝・H

一
ごく）反慮 し，信 ｝ご1殳も高い ，臨 床的 1こ強定 し易 い 方 法 と

レて 幼 着雄 rat 腹楓前 亡脈重量法 を 川 い た・ 木法：j

⊃ iczfalusy
’
i／

に 。、，t
ド
しば使用動抄の 種屬 ， 生 後 日齢，体

重，同腹か否 ひ 等 で 感魔 が 異 な リ ， 雄動物1：一：100g 俸

孟 に 挟 算 して 感 唆を一定1こす る必要 が あ る 事 を 報 じ ・

Apostolakisb2；

に よれ 1＝t幼若雄 rat 駿側前 立il泉董量 法

が LH を主 としたHCGI ご：下立f牟摘出動物同様敏惑で ・：｝

る と発表 して い る。セ こ で薯者は此の 点 をミセ丿訟し・E 及

び 齢体重の 範円限男 さ．歳 け ，混 亡 FSH の 不 添 忙 池 と少

量 1、H ｝ご強 く反黙す る ；樹1｛
幽
内注喇 法で実，シ直し，他の 玉 ∬

檢定用 の精嚢亘郵話法よ り敏感 で ：：i、る 砦 な 認 め
蛎

・ 尚此 の

分聖1融 で LH の 指 標 と し ／
）
こ ヱ G の 変 化で 以 つ て 間腦下 モ

体系機能嶮査法と して用 い られ ろ こ とや矧つ た u

　次 に 闘臘下垂体系機能檢査法 と して 用い られ る場診
・
の

負荷物質の 遣定 が 問題 とな る。1甸朝 鵬 質で知 ら れ て しハ

ろの 、よ eStr ・9 ・ ne であ 厂・ ．　 e ・tr・gene は H 〔湘 weg 現

象 に ょ り玉 11色放 出 した こ とが ら中 樞刺激作用があ る と

推 ld：され て い た ．⊂ ∂ 、1諏 め 婦 人 1（ ・・t・・9・ 1・C を 用い て

G を測定 した報聳 が ヲ蔀 に 多 くあ る が，諸 「二莞粉 々 で 一

致 し て VHXS．い 。 − II の 点 に 関 し て も Ucyd 　et 　al
’
　
’），

Brown 　et 　a146
）

小 林等
5ヨ）

P　 BromTnso）
は 分泌健進した と

報告 しs 此れ に対し Ilel！or （1942），　Wolie ・
  及び．べ

尉 ゼ ビ Br ・ wr ±
　 et 　 u ！， 早 乙 如

’

等 が 抑制結果 を見
ゴ
：

い る 。斯 くの 如 く工 H に 対す る作用効果が 相邊して い 七

の は 何 歪 示す ¢ ⊃で あ ろ う£ ・．署 ・諌 没小 林
1，／）

の 靜注法 に ヨ
：

じて 実施 した 成績 は 正 亨
「
1婦入 ， r！鷓 経婦人 の 多数停

1

；で L

H 分泌 に対ナ る抑制魁果 を 認め 凄 が．何れも生ユ郵
’
丿範月

1丿ヨ6つ変イヒてご菱） り，　｛邃少イ列しこ 1・II増む「を認 塗）震：。　uT・ヒC
’
；

了

｝ご
「〉

う全而的 に 抑胡逆を信ず る醒 に・等か な t た つ た・更 lr−
．「
≒

者 S 　，；t績 か ら e 艦 oge ・〕。 冨 「1」腦下垂体系機能儉査負 i
「
：1

物 質 と して 嫉 不遭 で あ る と認め さ る を得 な か つ た・

　 然 らば 第 2 の 向il
・
Si［咽勾質 と して 知 うれ て い る釧塩 ：まど

．
ノで 泌 1）か．｝／

’
・e．・。 ld は酊酬

7

  小  1くは硫酸銅 1二1現

腦 下 ，F一体 系 の 甓能 默 脊 と して 用 い て 来 た 」 七等 の蜩塩 ご

讃家 てつ報告 か ら見て も1臆 野刺激 に k る家兎排卵作肩で る

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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日厂

孝皿35年 8 月　1　日 白　 腎

る事ヵ測コらか で あ る
LD］’iE ｝・−SS ）．即 ちG様物質と して直接

卯欒に働 くの では な くして 先ず 中 恒 に働 き 下垂体 前 葉 か

ら LH を放出して 排卵 させ るもの であ ると漏諭 されて い

る
罰 ．然 し玉 H の 放出促進々

・否か は 尿 甲 G の 測定 が 行わ

れ ず，推定 さ れ た の み であ つ た．そ こ で 診
h−
〈
’
は翫 酸銅貝

荷家兎排卵 の G 放出機）f ：尿中 G の測定から檢討をカLえ

た が，その 成杖、よ上 記の 畝 と一致 し，排卵陽性 に I」H 増加

か 関興 す る 事を 認め た．教室の 杉山は G の 放 出 と飢酸銅

との 関連に就 て ， 確 か に銅塩 が 問腦組織 ｝こ強 く盛響す る

事 垂incubate 実驗か ら証明 して い る
59 ）．そ れ故銅 孟負荷

す る こ とに よ り家兎下垂体前業 か ら hormone が 消失 し

た と云 う成籏
砌 叫

も納得さ れ，叉 此等の hormene が 卵

集 に働 い た 伝尿中に 排泄 さ れ た と説 明 し響る であ ろ う．

　斯 く して 着著 は銅 歴 が i 腦下乖 体系機Pbig、査 に使 用 レ

併 る事を認め た の で ， 之 を ヒ トに仗川 し得る か 否 かを檢

訂した が 証 吐 の 点で號知の もの は 総 て 使用 に耐 え な か つ

た・教 室で荐性 の 少い 新 しい 銅屋 の 合成 に つ とめ，新 た

に g！ucon 酸釧を得た．仍っ て 之 を用 い て 姶めて 銅塩負

祠嗣腦下藁体系機倉」弧査法 を完成 し ， 之 と臨床上 使用 ノ

た．正 常婦 入 で は 明 らか に 勁物笑驗の   合 と同様 に 尿 中

工｝G が有思 Lこ上 昇埴加す る 丁 赴認 め た ．即 ち剤塩負荷を

甘 えぱ 24降間内に 正 宙婦人 で は PG の 曳 齔を 来た す が ，

？ G の 変化 の な い 者 1評踊腦下 重 俸系 の 鐵能低下 に よ り反

毘iし得な かっ た 例 と判定 し／

’
c．

　銅 猛 負勧間腦 下 垂 体系機齔檢査 こ 始 め て 機能性無 月経

婦 入 83例に 実施 し 多数 の 不 灸 型 を 訟め た が，之 に ょ り無

月経婦人 の 多 《 は 間腦下乖体系の 機能低下を 生 じて い る

手 が知られ た．こ の こ とは 從来 Ed 　Plr・注 して GA を測定

す る 下垂体機能檢 査 の み で な く門腦機能餓査の 必要があ

る
砌

と言われて い た 亊を裏付 け た もの と思う．jXtt　5 の

不変型 が長期 の続発無月経 息 耆 に 多 かっ た 亊は 松本
3’）

が

長 期 無 月経 患者 で は 鹵然治癒 ヵ  ・」ら か に少 い と報 じて い

る事を理解す る データ ともな ろ う．然 し著者の 成績では

短期無月経期「漏例でも不変型の 存在 を認 め て い る の で，

早期 に間腦下 垂体系 の 賦活が必要 と考 え られる。

　閏腦下垂体系の機 kutEと負衡前の 諸種 hormQne 値 と

e 関係は 不変型 と副 b 系 horInone に一
妃 の 関係 を見 出

し滑な か つ た．勝木
3，

議 ギ
）

に よ る と C ］，iernocorticoids は

間腦機能 の
一

部を示す と言っ て い る が，茅者 の成績か ら

副腎系 は比較的 に機能低下を 来 た し証い と推i定 され ， 性

腺 系 に 関興 す る間腦 下 垂 体系機ゴ；とは 別個に 見 るべ き も

の と考 え る。estrogene は 工 H に よ り生 産 され る事 は古

く　Greep 　 et 　al （1942），Li　 et 　al （1949），　Dyke 　et　 al

亙4ξ歪7− 135

（1950） の 観察 か ら明 ら か であ り， r−、者 の LH 分泌機能

低 下 で あ る 不診型 に estrogene 値 の 低 い riF：鳳 二記 の 事

実に符合す る。

　各種溢療法 （各方法 ハ 同脳下垂 体系 の 機翫 と全般的 に

或 は 部 分的に 関興 す る 方 法 を忌 ん だ ） と排卵戊功例との

脳 下 よ， 不 委型 に X 線 胡葺照射法 が 比 校的良 く奏効レ

た ．、二て Rakeff （1950）が Vitamin ，及 び hormo ユ e

療法無効例 に 対 し， 剛 i照射が有訪であっ た とい う成禳

、ま門腦照射 が不変型 に対 し可成 り有効であ つ た 著者 の成

翫か らす れ ば 当然うな ず ける こ とで ゐ る。广
「
」，其 の 他 の

治．射 去に於 て も今後，使用湘 削，至 ， 転二、抜 t 喰善す れ

｝鵡 臘 があが る と考え られ る が，そ ．）使用基輩の 旗 定 こ

当 り ， 著者 の 間腦下工体系機能櫨査法 頁 舌用 され る も の

と信ず る．

　　　　　　　 第 v 章　結　　論

　 ヒ ト，＿應用 し得る よ うみ 問翫下垂体系機能檢査法 を設

定すぺ く， 負荘物質 ⊃猷討 ， 反歴 「」の 下垂体分泌 ホ ル モ

ン の 檢．
．
法 を 攻L

’
Eし，新に 考呆 した 方法 で機 Ii’i生無 月経

婦 人 に つ い て 同腦π 垂体系機能 を 槍 し以下 の 成績を得

／、り

　1） 尿 中 の FSH を幼”S「jLff．　rat 卵圷工重法，　 LH を幼

若雄 rat 腹側前立 jL： 屯量法
』
ご測定 し駕 るこ とを確認 し ，

之 を夫 女 OG ，
　 PG と表現 した 。

　 2） 硫酸鋸負荷 に よ り排卵陽睦で 皮 つ 　よ冗、二 の
’
1P

G が 上 昇 し， 排卵 に PGf ） 国異 した 忌「之認 め ；．：。

　3＞ 新 し い 釧冠 た る glucon 酸洞の 25mg≠ O．0125％ 溶

波 と して 之 を正 常成 無姉 人 に 負荷す る と？ G 、変動し ，

之 か ら固脳下妻体系些賦活す る 藥剤で あ る事を認め た．

仍 て PG の 変化 か ら．．Lプ1型 e 下 P・
，
　ij， 不変型 に 分 け ， 不

襲型 を以 て 機能低下と判定 した．

　4） 機能性無月経婦人 33例に新しい．間腦下垂体系機能

檢査 を実施 し，多数の 不 変型 （機能低下型） を認 め，間

腦性無月経が大きな 比 藁 を 占めて 存在 v て い る
．
葺を知つ

た．

　5） 闇腦下韮体系機能型 が 不 変型 と認 め る 例 は 年臨 と

関係 な か っ た が ， 原発性 よ りも続発無月経例 ：こ 多 か っ

た．

　6） 此 の 譏會剋 と負荷前 の 諸種尿中 ho　nm ．one 〔estro ．．

gene ，17−KS ，17−OHCS ） との 関廉 。く不変型 C・．：ト estro −

gene 低下例 が 多 かっ た が ，
17−KS　7Xび 17−OHCS に は

特定の 関係 は認めな かつ た．

　7） 各種．fith法 の 排り1戊功例 との 族1係 は ゑ昇型 に

Kaufmann 法，下降 里 に estr 。gene 　 I崢注 法 ， 臨腦性 で

N 工工
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璽4ξ萋8− −136 tj
　l　l　／戸負荷 ここ よ る 「1可脳

一
「垂 ／i

．
く 亭乏倉 Wt≠

一
萇 日 彑 　

．
｝藁き12．卷 9 号

あ る不変瓔 に X 緯同腦照射 の 階段的増エ i去わ YJ果的でも

る よ うで あ る ．

　8＞ Estradio1511 ！9都注負1∫後の 尿 rllG の 変化とメll 烹

負荷ll“朔 チ」腦下皿 体系機龍型 との レ］係を 見る に，士『　
1「

の PG は Ed 負荷 で 正 11珠 軌 内 で 減 少賦向を 示 し，下 PiP’

型 の PG ，．、Ed 負荷 でジ
．」
r　
’
t）旗向之認め た。

　 （本，、食文 a ）蟇 、
．
1は 磨 7 回 日 本 内分 泌 学 会 東 」1≦々 会 　 ≒

で 発 衣 し ；．t ）．

（帽 r 〕
一
る 二 当 り終 11−「御 笋「切 な る 1り 消 導 ， 矧 鼠 t＿

に 御 佼 閲 の 労 を 蛎 つ ）
’
／r

ワ
ー
1冨 九 鵈 ．ズ授 し 抵 訃 よ り控 く

を
．
喰 し ま す と 共 　 御 ．等

．
F さ つ 一今木 助 教 疲 並 び lt

功 下 さ っ た 孜 宝 員 講氏 に 感 謝 致 し ます ）．
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